言語文化と日本語教育 　号（20**）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【博士論文紹介】
論文題目（文字の大きさ：18p、行間：固定19p）
－副題－（文字の大きさ：14p、行間：固定17p）
御茶　華子
学位取得年月：令和*（20**）年*月
取得学位名：博士（人文科学）（学位名が異なる場合、ご変更をお願いします）
学位授与機関名：＿＿＿＿大学
【キーワード】キーワード、　キーワード、　キーワード、　キーワード（キーワードは4つ以内）
【要旨】
（行間：固定12p、1,400字以内）英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。他の言語についても同じだった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。他の言語についても同じだった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。他の言語についても同じだった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。他の言語についても同じだった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。他の言語についても同じだった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。他の言語についても同じだった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
（おちゃ　はなこ）
